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スーパーシーズヒーターが熱伝導良好な特殊合金に鋳込まれその外周面はステンレス系耐熱合金に覆
われているのでヒーター表面が900℃でも劣化が少なく長寿命であります。

■特 長
・ヒーター表面温度最高900℃まで使用可能。
・アルミ鋳込ヒーターより表面電力密度（W/cm2）を大きくとれる。
・長寿命である。
・外周面がステンレスのためアルミよりも硬く振動，衝撃に強い。
・外周面がステンレスのため溶接が可能。
・液体、気体、真空中の加熱に対応できる。
・合金又は鉄のケースで構成されているため、複雑な形状加工が出来ます。

例：ヒーター内蔵金型として、プレス熱盤、鋳物製造型等
押し出し機のシリンダー加熱、反応器の加熱 高温要求配管加熱等
真空用CVD、基板加熱

・型代が不要。
・遠赤コーティング等表面処理が容易。

メタロックヒーター

発熱体名称
シース保護管
絶縁物
発熱線
発熱体
炉内温度

絶縁特性

耐酸化性

寿命
８００℃
６００℃
５００℃

施工性

保守性

スーパーシーズヒーター
インコロイ８００
超高温Ｍｇｏ
特殊発熱線
１０0０℃

１０００℃ＭＡＸ
発熱体と保護管とは超高温
Mgoにより絶縁されており、
特に高温での漏洩電流が小
さく絶縁特性に優れている。
保護管は耐熱鋼の純正イン
コロイであり酸化減量によ
る劣化がない。内部には超
高温Ｍｇｏに発熱線が封じ
られている為、酸化より完
全に開放されている。

電力密度2.5Ｗ/cm２

５～７年以上
７～１０年以上
１０年以上

発熱体は円形で任意の方向
へ曲げる事が出来る。炉の
構造に合わせたレイアウト
が可能。

簡単に交換できる。
エレメント単位での取り替
えがスムーズ。

ニクロムヒーター

ＮＣＨＷ

１０００℃ＭＡＸ
発熱体は導電部として露出
しており、熱変形や支持碍
子等の破損が起こりやすく、
地絡事故が発生しやすい。
常に酸化を受け、特に熱放
散の悪い絶縁支持物や炉よ
りの電路貫通部での高温酸
化により、発熱線の電磁振
動や熱応力が加わり断熱が
発生しやすい。

５～７年以上
５～７年以上
７年以上

発熱線はコイル状になって
おり、ピッチのムラが出来
たりするとピッチの密な部
分は異常発熱したり、通電
の繰り返しで発熱線が接触
し、レアショートによるオ
ーバーヒートが発生する恐
れがある。また、絶縁物の
破損で地絡事故が起こりや
すい。

絶縁物を一つ一つ貫通させ
たり、施工性が悪い。

従来型シーズヒーター
ＳＵＳ３０４
Ｍｇｏ
ＮＣＨＷ
６００℃

４５０℃ＭＡＸ
発熱体と保護管とはＭｇｏ
により絶縁されているが、
特に高温では漏洩電流が大
きくなり絶縁破壊をきたす。
保護管は多くの場合ＳＵＳ
３０４の為６５０℃を越え
ると急激に酸化減量と組成
変化がでて、保護管劣化が
起こる。

電力密度2.5Ｗ/cm２

使用不可
半年～１年
１～３年

スーパーシーズヒーターに
準ずる。

スーパーシーズヒーターに
準ずる。

■電気炉用ヒーター比較表
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■形 状
・衝撃に強く、複雑な形状も可能
・棒状品は外径φ17.5より大径まで
・中空品は内径φ10よりφ1500まで
・長さはいずれも50mm～1500mmまで

●棒状                ●平板状

●中空管状              ●中空2ツ割状

■用 途
・反応筒の高温加熱又は、保温
・配管部の高温加熱又は、保温
・シェルモールド金型の高温加熱
・ボルトヒーター
・ガラス曲げ加工用電気炉
・高温エアー発生機、加熱器
・真空用ヒーター

■ヒーターのお問い合せについて

●下記の基本内容をお知らせ下さい。

①加熱目的
②被加熱の緒元
被加熱物名
使用環境
被加熱物温度条件
初期温度 昇温温度 昇温時間 温度分布など
物性、寸法、処理量

③電源電圧
④その他ご要求事項

※上記の御条件を元に、適切なヒーターを設計選択させていただきます。

メタロックヒーター


